
棚
卸
資
産
の
評
価
に
関
す
る

会
計
基
準

企
業
会
計
基
準
委
員
会（
A
S
B
J
）は
、

企
業
会
計
基
準
第
九
号「
棚
卸
資
産
の
評

価
に
関
す
る
会
計
基
準
」（
以
下
基
準
）を

二
〇
〇
六
年
七
月
五
日
に
公
表
し
、
通
常

の
販
売
目
的
で
保
有
す
る
棚
卸
資
産
に
つ

い
て
は
、
収
益
性
の
低
下
に
よ
っ
て
帳
簿
価

額
を
引
き
下
げ
る
こ
と
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

目
的
で
保
有
す
る
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は

市
場
価
格
で
評
価
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
以
降
に
開
始
す
る

事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
が
、
早
期
適

用
も
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
基
準
の
適
用

初
年
度
に
お
い
て
は
、
期
首
の
棚
卸
資
産

に
関
し
、
多
額
の
帳
簿
価
額
引
下
げ
が
生

じ
た
場
合
、
期
首
在
庫
に
含
ま
れ
る
変
更

差
額
を
特
別
損
失
に
計
上
す
る
方
法
、
期

末
在
庫
に
含
ま
れ
る
変
更
差
額
の
う
ち
前

期
以
前
に
起
因
す
る
部
分
を
特
別
損
失

に
計
上
す
る
方
法
の
い
ず
れ
か
を
採
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

基
準
に
よ
る
と
、
通
常
の
販
売
目
的
で

保
有
す
る
棚
卸
資
産
は
、
取
得
価
額
と
正

味
売
却
価
額（
売
価
か
ら
見
積
追
加
製
造

原
価
お
よ
び
見
積
販
売
直
接
経
費
を
控

除
し
た
額
）を
比
較
し
、
い
ず
れ
か
低
い

方
を
貸
借
対
照
表
価
額
と
す
る
。
製
造

業
に
お
け
る
原
材
料
等
の
購
入
品
の
場

合
、
正
味
売
却
価
額
が
再
調
達
原
価
に

歩
調
を
合
わ
せ
て
動
く
と
求
め
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
継
続
適
用
を
条
件
に
再
調
達

原
価（
含
最
終
仕
入
原
価
）の
適
用
も
可

能
で
あ
る
。

ま
た
、
小
売
業
の
よ
う
に
売
価
還
元
法

を
採
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
値
下
額
等

が
売
価
に
適
切
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
条
件
に
、
原
価
率
の
計
算
に
お
い
て
、
分

母
の
値
下
額
、
値
下
取
消
額
を
除
外
し
た

原
価
率
に
よ
る
期
末
帳
簿
価
額
も
基
準
に

基
づ
く
処
理
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

金
地
金
等
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
目
的
で
保

有
す
る
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
、
市
場
価
額

（
す
な
わ
ち
時
価
）に
基
づ
く
価
額
を
貸
借

対
照
表
価
額
と
す
る
。

な
お
、
継
続
適
用
を
前
提
に
洗
替
法
、

切
放
し
法
の
い
ず
れ
も
選
択
が
可
能
で

あ
る
。

基
準
に
よ
る
影
響

基
準
に
よ
り
、
最
も
大
き
な
影
響
を
受

け
る
の
は
、
製
造
業
で
あ
る
。
製
品
に
つ
い

て
は
売
価
と
帳
簿
価
額
の
比
較
が
必
要
と

な
り
、
も
し
製
品
で
帳
簿
価
額
の
引
下
げ

が
行
わ
れ
た
場
合
、
仕
掛
品
、
半
製
品
等

の
帳
簿
価
額
の
引
下
げ
が
必
要
と
な
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
。
仕
掛
品
、
半
製
品
の
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経
理
・
財
務
”受
難
の
時
代
“は
、

変
革
の
チ
ャ
ン
ス

二
〇
〇
七
年
度（
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
以
降
に
開
始
す
る
事
業
年
度
）以
降
、

経
理
部
門
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
い
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
受
身
で
対
応
す
る
か
、
企
業
変
革
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

対
応
し
て
い
く
か
、
経
理
部
門
の
役
割
が
問
わ
れ
る
時
期
に
あ
る
。

第
一
回
の
減
価
償
却
計
算
制
度
の
改
正
に
続
き
、
第
二
回
は
、

棚
卸
資
産
の
会
計
基
準
の
変
更
に
焦
点
を
当
て
る
。

川
野
克
典

ベ
リ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
株
式
会
社

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

第
二
回

棚
卸
資
産
会
計
基
準

の
変
更



帳
簿
価
額
を
引
下
げ
る
場
合
、
ど
の
よ
う

に
そ
の
引
下
げ
を
行
う
の
か
が
監
査
法
人

（
公
認
会
計
士
）と
の
調
整
事
項
と
な
る
。

原
材
料
や
製
品
の
場
合
、
個
別
法
を
採
用

し
て
い
れ
ば
問
題
が
な
い
が
、
標
準
原
価
計

算
制
度
を
採
用
し
、
期
末
に
購
入
価
格
差

異
や
原
価
差
異
を
配
賦
し
て
い
る
場
合
に

は
、
個
別
品
目
別
の
帳
簿
価
額
を
把
握
し

て
い
な
い
の
で
、
簿
価
引
下
げ
の
単
位
に
つ

い
て
、
事
前
に
監
査
法
人（
公
認
会
計
士
）

と
の
調
整
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
影
響
は
会
計
問
題
に
止
ま
ら

な
い
。
期
末
の
評
価
損
を
出
さ
な
い
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
き
め
細
か
な
棚

卸
資
産
管
理
が
要
求
さ
れ
、
在
庫
、
特
に

長
期
滞
留
在
庫
を
削
減
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
価
格
下
落
の
著
し
い
棚
卸
資

産
に
つ
い
て
は
必
要
な
都
度
、
購
入
す
る

と
い
っ
た
購
買
政
策
の
変
更
も
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
。

原
価
計
算
の
見
直
し
の
提
案

日
本
企
業
の
原
価
計
算
の
バ
イ
ブ
ル
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
旧
大
蔵
省
企
業
会
計
審

議
会
の
中
間
報
告
と
し
て
、
昭
和
三
七（
一

九
六
二
）年
に
制
定
さ
れ
た「
原
価
計
算

基
準
」で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。「
原
価

計
算
基
準
」は
、「
企
業
会
計
原
則
」
と
共

に
、
公
正
妥
当
な
会
計
基
準
と
し
て
、
棚

卸
資
産
評
価
、
製
造
原
価
計
算
の
指
針
と

な
り
、
日
本
企
業
の
原
価
計
算
、
原
価
管

理（
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）の
全
体
的
な
水

準
を
押
し
上
げ
、
ま
た
原
価
企
画
に
代
表

さ
れ
る
日
本
企
業
独
自
の
原
価
計
算
、
原

価
管
理
が
考
案
さ
れ
る
基
礎
と
な
っ
た
。

し
か
し
、「
原
価
計
算
基
準
」が
制
定
さ
れ

て
か
ら
、
四
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
改
訂
が
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。

「
原
価
計
算
基
準
」
制
定
当
時
の
日
本

の
産
業
構
造
や
企
業
環
境
と
比
べ
る
と
、

手
作
業
か
ら
機
械
中
心
の
生
産
方
式
へ
の

変
化
、
大
量
生
産
か
ら
多
品
種
少
量
生
産

へ
の
変
化
、
研
究
開
発
費
や
機
械
関
連
費

用
等
の
間
接
費
の
増
加
、
情
報
技
術（
I
T
）

の
進
展
、
生
産
、
販
売
、
研
究
開
発
等
の

分
野
に
お
け
る
日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
、
ブ
ラ
ン
ド
に
代
表
さ
れ
る
無
形
資
産

（
知
的
資
本
）の
重
要
性
の
拡
大
等
の
変
化

が
生
じ
て
お
り
、
実
務
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
点
が
生
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
企
業
の
現
状
は
、
こ
れ
ら

の
企
業
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
新
し

い
原
価
計
算（
原
価
管
理
）制
度
、
原
価
計

算
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
企
業
は
少
な

く
、「
原
価
計
算
基
準
」が
発
表
さ
れ
た
直

後
に
原
価
計
算
制
度
、
原
価
計
算
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
そ
の
後
、
抜
本
的
な
見
直

し
が
行
わ
れ
て
い
な
い
企
業
が
圧
倒
的
に

多
い
。「
原
価
計
算
基
準
」が
日
本
の
原
価

計
算
お
よ
び
原
価
管
理
の
発
展
に
寄
与
し

た
功
績
は
大
き
い
と
言
え
る
が
、
現
時
点

で
も「
原
価
計
算
基
準
」に
縛
ら
れ
、
原
価

計
算
制
度（
シ
ス
テ
ム
）の
抜
本
的
見
直
し

に
対
し
て
、
積
極
的
に
な
れ
な
い
企
業
が

多
い
の
で
あ
る
。

日
本
企
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業
競
争

の
中
で
、
原
価
の
低
減
が
不
可
欠
の
課
題

で
あ
る
が
、
多
く
の
日
本
企
業
は
、
原
価
を

計
算
す
る
だ
け
で
、
原
価
低
減
に
有
効
な

情
報
を
提
供
で
き
な
い
古
い
、
陳
腐
化
し

た
原
価
計
算（
シ
ス
テ
ム
）を
有
し
て
お
り
、

経
営
者
の
意
思
決
定
に
寄
与
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
国

際
競
争
に
勝
ち
残
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

「
原
価
計
算
基
準
」に
と
ら
わ
れ
な
い
原
価

計
算（
シ
ス
テ
ム
）が
必
要
で
あ
る
。

今
回
の
棚
卸
資
産
会
計
基
準
の
変
更
を

事
実
上
の
低
価
基
準（
基
準
で
は
、
取
得
原

価
主
義
の
範
疇
で
、
収
益
性
の
低
下
と
い

う
考
え
方
に
よ
り
簿
価
を
切
り
下
げ
る
評

価
基
準
を
採
用
と
説
明
し
て
い
る
）の
義
務

化
と
捉
え
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
何
の
発
展

も
な
い
。
筆
者
は
、
こ
の
棚
卸
資
産
会
計
基

準
の
変
更
を
、
原
価
低
減
に
有
効
な
情
報

を
提
供
す
る
原
価
計
算（
シ
ス
テ
ム
）の
見

直
し
の
き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
を
提
言
し
た

い
。
原
価
低
減
の
た
め
の
問
題
点
が
明
確

と
な
れ
ば
、
日
本
企
業
は
得
意
の
カ
イ
ゼ
ン

活
動
に
よ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
問
題
を
問
題
と
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
カ
イ
ゼ
ン
活

動
は
ス
タ
ー
ト
し
な
い
。
今
、
よ
り
一
層
の

原
価
低
減
を
実
現
す
る
た
め
に
、
新
た
な

視
点
か
ら
の
原
価
計
算（
シ
ス
テ
ム
）の
構
築

が
必
要
で
あ
る
。
経
理
部
門
は
、
単
な
る

集
計
屋
で
は
な
い
。
企
業
経
営
上
の
問
題

点
を
指
摘
し
て
い
く
た
め
に
も
、
現
状
の
原

価
計
算（
シ
ス
テ
ム
）で
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
と

し
て
、
た
だ
単
に
原
価
の
計
算
を
す
る
こ

と
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
原
価
計

算（
シ
ス
テ
ム
）そ
の
も
の
を
疑
っ
て
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

立
ち
上
が
れ
、
経
理
。
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